
 

防災訓練に 

参加しましょう！  
 

 災害が発生した場合や発生が予想される場合、危険と感じたら避難する

といった行動が最も大事なことです。 

 「災害からどのようにしたら身を守れるか」考えてみませんか？ 

津波災害の場合は、高台に避難することで身を守ることができますの

で、防災訓練に参加し、いざという時にはすぐに避難できるよう、備え

ましょう。 

 

１． 訓練実施日 

令和８年８月２８日（金） 午前１０時００分から 
 
２．災害の想定 
  大地震が発生。強い揺れの直後に大津波が発生。 
 

３．住民高台避難訓練の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 覧 

１０時００分 

地震発生 

防災行政無線で緊急サイレンを放送。 

地震直後は「シェイクアウト訓練」を実施

してください。 

１ しゃがんで姿勢を低くする。 

２ 手や腕で頭を守る。 

３ 揺れが収まるまでじっとする。 

※１分間、身を守りましょう。 

防災行政無線で避難指示(緊急)を発令。 

一番近くの避難路から高台に徒歩で避難し

ましょう。 

ヘルメット・手袋を着用し、避難袋を携帯

してください。  

※避難先は高台か高台にある指定避難所に

避難してください。 

 

１０時０３分 

大津波警報発表 

１０時１５分 

大津波警報解除 

防災行政無線で避難指示(緊急)を解除。 

最寄りの指定避難所にいる役場職員に訓練

参加を報告してから帰宅してください。 

訓練終了 
 

 



 

 

４．津波ハザードマップで防災点検を行い、津波が予想される場合は、

必ず高台に避難しましょう。 

なお、次の指定避難所は高台にあるので、津波が発生した場合でも安

全な施設です。 

 

 ○津波が発生した際、安全な施設 

  ・奥尻小学校 

・工藤ビル 

・奥尻高等学校 

・特別老人ホームおくしり荘 

・青苗支所 

・米岡自治振興会館 

・奥尻空港ターミナル 

・神威脇生活改善センター 

   

※上記以外の指定避難所は、標高が低いので、高台に避難する必要があ

ります。 

  また、災害の種別によって避難先が違ってきますので、必ず津波ハ

ザードマップの奥尻町内指定避難所一覧表を確認してください。 

 

５．その他の訓練 

海洋研修センター裏の港側駐車場では、防災関係機関との共同

訓練を実施します。 

なお、訓練は自由に参観できますので是非ご来場ください。 

 １０時４０分 避難住民輸送誘導交通訓練 

        （陸上自衛隊） 

１１時００分 放水訓練 

       （江差海上保安署・奥尻消防署・奥尻町消防団） 

１１時１０分 物資車両搬送訓練（積み込み） 

       （海上自衛隊） 

１１時２０分 航空偵察訓練 

       （陸上自衛隊） 

１１時３０分 海難救助訓練 

       （海上保安庁） 

１１時３５分 救助者救急搬送訓練) 

       （海上保安庁・奥尻消防署） 

１１時４０分 物資車両搬送訓練（積み下ろし） 

       （海上自衛隊・奥尻町役場） 



 

１２時 1０分 炊き出し訓練 

       （航空自衛隊奥尻分屯基地） 

 

６．防災訓練の実施について 

・防災行政無線放送の際は、必ず『訓練､訓練』とのアナウンスが入

りますのでお間違えのないよう行動して下さい。 

・住民各位におかれましては、事前に非常持ち出し避難セット等の中

身の確認や非常時の役割分担、避難経路・避難場所の再確認をして

おきましょう。 

・各町内会では、避難路の草刈り等を行うようお願い申し上げます。 

・各町内会長・学校長等におかれましては非常用発電機の運転試験を

お願い申し上げます。（指定避難所へは役場職員を配置します） 

 

※不明な点がありましたら役場防災担当の下記部署へ連絡下さい。 

 

◆役場総務課情報防災係 ☎ ２－３４０１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奥 尻 町 


